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 旅,雑感、

漁業都長上野茂

 列車が或る釦に停車したので蒸し暑さにぜケた昌.をホーム

 に向けると午を積んだ貨車が停っている。.
 ノ頭の牛が1特に窮屈がっているの.でよ{.みると、牛は頭、尻
 と交互に揮い縄で窓枠に縛られているが・どうした訳カ)2ケ
 所程頭が擶えてあってケンカを防ぐため最大隈に間隔がとら

 れている。

 一酋幸いと見た牛は左側の壁η)ら4頭目で、その配列は頭、
 尻、踊、鐙、頭とな1っており、尻、尻の牛は特別大きな蚊で

 ある。壁働の牛は尻、尻の牛に揮されるため、頭を出来る走.

 げ下げ、壁を支えとして片方の踊で難の牛の艦一酸を突さ上げ

 る。すると隣の牛は反対鰯へ体を避けようとするため、轟が

 ち切れるのではない炉とハラハラする表情となるのであったa

 何れも自己の立場を少しでも有利に保と.うとする本.観的反赫一I

 の繰返しである.、だが待てよ、牛と自分と立場を取一替えて見'

 た一らと思うに割って樗然とした。

 全{一中の鉋獄絵である、とは云ってもそんな感1蕩窄直ぐに
 忘茸とやらの彼方に掘込めて、同じことを性懲りもなく繰返.

 してし.、る我々の6常.は浅間しい渡り.である。

 さてどこの駅だろうと見越せば肥節浜とIある、鷲もな{発車、
 すぐ漁家部落に八った。打瀬縄であろうカ)、軒並みに乾して

 あり、海辺には肴窮千播の嚢防が遥カ)に延びている。

 農地,が遠慮なく宅地に転用される着)と思えば…右では浅海を

 埋めて農麹とし或は工場逃帯となり漁村は陸封されて土場。11

 汚水に悩む。三割嚢敏或は一書睾為政という言葉は港た}蘭・く

 てとが・ある。それ一はそれなりg必然性が熱らしめる(つだろう、

・!・



 が残された大都分㌦亭一'“紫とな心。と÷㌃=!二
 相接って綜合的にし吋つ義本約な榊が禅平.されたとは憂'一
 ・取りにい㌦.漁家・対苧の歩帯の姿は如何に.あるべ6増)・私は'.
 私なりに求めてきたIつもりだガ未だ落洋としてつかみ所を得

㌔

 ない錘=である。

 意味の取違千1あると率1・カ1漁村文化評禽家の宮城.雫太郡。昏1
 はゼ漁村に生きる」の申・で漁村の封建性や}働'ら{人々Iむ苦,

 悩・!等漁村一の悲哀を門に浮彫に'して茅㌣ら・㍗が漁村の振興
 方策にぼ公式1羊ない隼云っ・て揚ら一れる'

 擾井郎.瓢・中・学校に声職さ軋る刀弥勇太郎氏一はr零綿鯛対一
 策はこれでよいか」苧菊いて蓄率場の設置㍗r・、†了コ・
 サ{アワビの学殖など水牽の坪内に机'㌻尽せ予べさは
 尽し更に果樹;畜産・等毒率入れ漁家を一つめ経済単位一と=し広I一
 い視野π立って対金を樹立すべき.だ.二説声最紅権か{ザ・

 二続1.漁㍗白1干隼に干∵て∵鮒アベき1だ∵、
 更k本年のサケ、マ支漁業交渉の后に「どう一なる日本の礁桑」
 と題する朝目.新聞の討論会に・おい.てI水産庁調査研究蔀長藤永
 博士はr漁業人口の問題・だが私は沿岸漁業については一なるペ

 ペ漁師の数1を減らすことが必要印母1.ぺしてへら立方法'
 ということになると、漁師の子弟の教育以外'に'ないとI思うあ

 です。その教育のカネをとこ。に求めるか。毛とえ帖羽田あ・飛
 行場を拡瞳するとき、蒲償.として漁師にカネを出す。一ま一走干

 葉県で海を埋立て、一発電所一を作った・評・あg補償下漁騒に渡
 ったカネが狛そら{一櫨円くらいだ。このカネかど=う使われ

 たかをあと叩べた・ら・・一年・.らいの商にき一こに行っ一岬か
 卵ら肌椙当部分岬ス、の争午叶べ奉≒,李≒帥.や
 じきんのショウチュウ代印カ)今き今9ハデ.ンコ代一だ,
 それをぜめて3分のノでもいし}から全圏ヵ)ら集めて年1こ一憲

 一2・



 'll{らいをき1二蜥の子弟の奨学資金に積立てた亭どうか。その

 教師2∵ゲ即戸趨率胃でなく午3ケ師げて・ほん
 と1g・蝉を一㍗るよ芦にレた1らと1机
 いま気のき..いた辞は大がい紳にい細イ{ところカ堆
 半可な教育で出るもんだ坪らいちばん末端の下請工かなんか

 竹き平ニニ干草気になる.と真知こクビを切られてま・た沿岸{ζ
 章ど、ξ・とい。1のが実情ですバつ一たいないです一札
 沿卵率節.を救1呼二せめて子弟残ゲ沿剴・漁節にさ・ぜ
 ないことだと平㌔干.ういう運動姉率が!こやらなけれぱい.
 げ亭叫が…∵」と遂へ一られ夫・感銘をもって那っ
 た。

 亦去る7月㍗自g舶新聞は「那岸敷が直面芦る現実」・
 な昨説宇雫げ鐸政の予.調とい農業人Fの他一匿苧の殴収・
 と牽鮎産性の向上と1'う2本の筋を強調・し単純な鑑苧保護
 政策には膜界があらといつ走感Iじ方がその底に施・れてい、る二と・
 見てよかろう・・…農相が農村における人口問題を正面∴

 か姉二り多岬即は・事根の郎・.1平1まだ深いといって・
 辛い.∵∵.',、岬いているぺ・
 こ㍗・で世人中卒関する限り空気の銭。才か・ったゴムマ

 ㌢・を乗ん,で!・名一ま1なものだ=
 確か・。/雫の琴.れ革げつ'たと思うが奄美大島'の吉1仁屋に行
 水折・・干叫珪い摩談会に歯1土でられ畔真の沿岸漁拳
 振興1亭魚類を人手管理することに干って果されると恩ラが・
 一声念な評亭現苧の小鯛学はそこ迄峯1雫していない・話し年
 軍備はあるが・琴在のものにするには即何年すべさか方艦9
 埠率一を怠?てし垂ろた。
 魚類⑳人工受精は割一と.容易らしい、然し或る程度の抵抗カニを

 帥る迄飼育.放.流㍗と岬ば垂㌃柵点に菊いて行詰ザ
 を来たしてい.るらしい。

・3・



 沿捧漁業という隈られた餅野に立つ場合イセエビ、一一アワビ等
 も当然採りあ・ぐべきで・ある'と思うが、従来魚を墾ることにの

 み専念して来た習懐カ)らナカナカ抜け切らないの・で、手始め

 に値の高いマダイを対象と.して、人工受精、一フ化、飼育、放

 流にI介在する蝉な鯛にフチ当ってみようと・1会う率持が段'
 々 カ)たまって来た現在の段階で.は蒲・々で混獲され・て、・る稚魚.

 を適当な海壊(差当つ下鹿児島湾を考えている)へ移すこと

 や、蓄養等も当然弾ぜて行ラベき二だと考えている。
 手うした行き方がいつの目か漁村安定の薬となり、びいて一

 般ρ横付魚族にも確信をもつ。て実施し得る皆の早†からんこ

 とを細す曇へも.灯φ.る?.・
 竈雫鯛に終って誓らlkい次第でありますが私なg.9遍歴を記
 してみた。

1959・9・2
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 水俣病に関する海洋調査1こついて

 (第!・報)昭和34年3月・・プ揖厨。

場長西甲稔

 緒I言

 昭和28年から発生しはじめた・雌病にれて率叩働
 で{ま瀞査、一冊熱が進砂・られ対策について・考究中の穣一であ、るが

 雄イ乏政=と鮫接する犀繰出水布こ一。邸。、.や{本県で』は幡に深い関。

 心も持たれず一いわば一対偉⑳火事働省・靴.ていた橡.に思え.る・一が・・

 ・岬・月中姉1対飼猫の死、因が雌病で李ると・苧断されて..
 ヵ)ら∵千コ・ミの好タ†象に採上げ.られ・が然対牟の午馨砂.
 類焼し始めた海)の感一があり、米之津や長島の漁獲御カミ売れ.な・

 練ごだいI値下が∵㍗叩及ξま干影響は・重㌻
 本県としては如何肥対処。すべき帆3!年以率国蟹竿費を相苧
 授八し多・数の鎌究.蕾が取;組ん.でし)るらしい熊本.県倒.で.さ一え

 ま・淀緒論や、確一回た・る一・対1策が樹てられていたい現状で一何等の.

 予算鮒人的準備.が為さ一れていない本県側では・一撃・一夕に対策一
 が樹てら巾.ないのはむしろ当然であろラ。しかし関係地区の

 漁家経済に大さ一一な影響カテあることだし万rめ場合は、人命に

 関するかも判ら肌とであるから関係漁業粗今.からIの琴室も
 あったので第一歩をふみだす意味で本調査を実施した。

 調査.目=的.の鷹一幸一

 事生雛厚.生科叩究1野一戸豊千た学等の協力牽得て乎!
 年以来研1究=した・結果を二34年'一クー月.?自公衆衛生局長名で奏表
 しているところ・一に一・よ昏と、13〆・・年、.き一J年の'研究1成果で・は“

 …、〕馬



 賃窒水役工場の廃水申に台裏、れる、マシガン.叱レンタリ

 ウムが海中に入Iり、魚貝類にせつ取されこれを食べた麟辛

 八カ,発病す.るこξになつ.ている㌧目蜜工場働でも相当な技
 術陣と経・費を動員して劫個に研究しているらしい。一
 上記の発表に対して反論が出された。

 一合雫ク月・・日熊太及び昨琿は碑辛雫水柵維岬が
 魚貝類にせつ取されて有機化したものであると、変更して発・二

 表した様Iであるが・之もまだ確定されていない様である6

 調査盲的を選定するに当って我々としては数多{の野間に当

 面する台

 ∠'廃.液中の何が原因となる.のカ)賜ち、何を対象として海・

 一水や・.底土などのサンプルを採雫。し分析したらよ'いか.
 ユ海水汚演範囲の経年変化(広ガリ工合)はどう一か

 ユ魚貝類(培含にふって峠の種類毎)苧苧んな琴即海
 氷中に何百棲んだら有毒化するのか

 仏有毒作.したものが舶.軽つ走ら無毒になるのか
 5魚貝。類φど二の部分に義素の含有妄カキ多一いの・か
 6..・一定の毒素含有魚貝を、何グラム食べたら奏病するのカ)

 7治療津その他医学関係の間箪

 .・本俣工場と同種即廃液を海に出す工場が全蟹沿岸!こ。他・
 ・に・も在予告であるが・そこで独水貞繍は発生しないg.勾).
 実際は率一生し下も見逃されているのカ)

 以上の内で/、一2は水産関係機関3.仏5.ぽ水産と衛生菌.

 係機関の協力47&は衛生関係機関が担当すベポ毛の.と÷..1

 応考え㍉.そ手で今回の調査を始めるに際し.次の干と幸一応
 仮定した。

 /病因は水保工場の・廃液に含まれるが何かめ成分が溝中に

 八って海水が汚桑される・

'6^



 辛㌔㌧琴～ご・海水鰍第{輔苧流によって拡る.・
 ここ乍溺茸滅の優流が・北方向であれば本県治峯の海域歩汚染.

 さ牝ることはないと寂て辛いので危険の半分{2)は苧.か.れ氏..
 病因となる物質垂含有する可能性があるときれている叙景。は
 氷イ雲附近'のホラ、コノシロ、カタワチ・、イワシ、・カキ、コチ

 タチウ才、テーヌ、グチ、ハモニタコ、・イカ、イガイ、エビ、カ

 ニ・ゴカイ・ナマ・コ・一そg他}帖とぷあちが・一ピれらの
 う一ち・イガイ・・一カ・†・ゴカヘ・1誌1雫毅率jこ定離・ないし・一・∴
 定離.のものは師ないと・レ平叙録、・タチウオ也駅.大
 須鋳をするもの、その他のある程度潤漉ずるもあぽ汚染海域
 が仮り.に、.決めら1れたとしてもそこに出入り青る可能性から、
 云って、藺趨が浅'るわIけである。一ところがこの部分一の劣弱は
 最も困'難であろう。

 従って今回律詩段の恒流がどんな状態に荏る・かを究明する

 ことをこ.目的とした?

 1・エクマンメルツ式潮流市(帥島簿上深安弘鑑芦咋ポ
 を借一用しれここに厚1御礼申上グる)を師し下'別図
 一川S㍑S・早.に於て・それぞれ、1δ.㌣一・一舳
 ハ脇各層・の・・1鯛達構観測によ1ゾ融咋蹄遠
 を一計る・(但しSt・3は蝉/8腕の.ため^冊1鳩㍉)
 ユS竜∠～St7.で0肌!5例25繍各I凄め採水重た

 一族泥して化学分析をする.

 I海水については、温度王亘、塩素量、溶存酸素産Iび:x'巫

 n04消費量を計る

 底土についてはK.亙皿。4消費一量,械化物、しIやIい簑ぐ量

 一クー



 及び外観を論べる。み
 3.SIぺ/～Stクニプラングト・ンを裸一散して通常程一度の調査

をずる

 調査・期間

 昭=和.く・4二㍑4目・から・・あ㍗目一まで
 調.査船及び響査員

 本場試験船、ちどり.丸(約20雷30炉)

 九万田・苧子丸・上田(調査部)肥後(漁挙都)

 .、二Iン調・.査の.・艦・果・
 別紙のと洞ゆ

考.察

 ただ一回の調1査七あり、そ.の上に泓点が少いので断定的恋・
 ことが云えないが、一応次6.ことが考えらIれる。

 !長島寄り.のSt.!と中央都gSt2で、は習査当時に。於て
 恒流は筆定して北東方向である。一之に反し・てI、、中層は殆ど・

 擁ゼ南西及び南方.向で沁底層は苧雑中ヒ字し下
 前酋及び隔率の恒一流となつて}'肌.
 米之津寄りの浅い海域では表履は安定して師底層は妾・
 .足して西甲。面となつて.いる。
 以上一のことから沖合の地点は差当り水厳湾口附近の海水一の1

 影響は無さそうに思われる。

 (St/の底層便流に嚢簡がある)

 しカ)し米之津沿岸一φ海水は水枚溝口附近の海水と・関・連があ

 ると思われる。

 λ海水分析の結果ヵ)らは、S,t4底層のK皿ユ04消費量が

 一一一8・



 著し{…)い(ぎ遵;号桑度判定の一?の墓上ポ。)が1∫、』坦での

 11津それより水に旭いSt5や少し沸合のS千3が昔通

 の橿が出ているのでこの項目からは直ちに判断すること

 は危険1である。

 3.底土の分析結果の中で硫化物は作業上サンプルの即時分析

 が出来ず(低温保蔵方法一もなかつ池)従って全般的・に低い

 値が出たと思われるが各測点の樋対的比較は出来るキ恩わ

 れるぺ㍗よればSt4・St5の億が極めで芦け
 っている水イ失湾⑳海水汚染榎が硫化物含量と槻一蘭蘭係に
 あるとす一れば今後注意して胃調査すべき.てあろ乞。

 仏プgンクトン査定g結果は33年g月3!白熊本県本試が
 水イ灸湾内各点で採取し。たサンプルの査定結果と革べるIと種・
 類別の量や全量など全{異っていて比較にならない。'

 、もっともプランクトンは地域的皿・に暗期的に変化が著し■一

 いものである。

 要約・

 43一定点に於て表層中衛底質一それぞ犯2グ島1閻潮境・
 観測を実1施して恒流を計算し'た。

 ユ7定点に決て表中底各層の採水分析をむた。
 3?定点の底上採取分析をした。

 仏7定点のラランタトン採取査定をした。

 よ㌣津沿デの叩!氷隼沿岸g鰍の雫雛受けそ一うで・
 ある。

一90
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 拾っれだ結果を、テ!図に三、㌻。(3・ε!J

 元ユの!苫一5扮趨は分析出栄ず)各点とも・一目鏑潮流一、、
 は半目・週鯛流辛りはる炉に小さ1・喜S・は恒流・及半醜
 期流が一大きく占めている,・半蔓蝉期浮流に?いでは・最大の潮・=一
 流は・大湊南中時後3}4時間後一ζ起って来る干

 潮流分・析結果

(!)調和常数
 St∠0冊・層

 東分1ユ言ユ56+〃4Co8(t-34ヲ)斗45/Co臼(2t'}325.4)一
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 一孟に二増1よ㌫満ニプ11幾11.lT㍗や∴

 (21ト223二6)
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 菓分幅二〃・†畑碗一き・(1㌻ブ砂・峰・・伽・
 (2・t』一4一任ぴ〆)一・∴へ、τ

 北分ドーμ榊附び脈叶岬加)棚・・1δ・・
 (2{一2・5343)
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 206パ〃1I麟計。一
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1
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 第1回・潮流





 .八代海・一1二.分析表

■sT  鋼く層  P汀  逼絶nO

21

山.._工.

3

 0280星21/7ヲ6;47クlm88
 ・4/・≡・ム/〃。・・!用9146・41α4・ク
 」パ25コ8ユL刈.竺μ竺g三一
 0280脳1・/79/1・仏6Iヲリク45

 32/5孤/272職1〃ヲヲー1帖31∠9/5

 1・こに二..丁4.…!1・4二/・・
 '・1・・1・卿亙…ヲ9・1佐・・一一肌?
/8260…1

・㍉・・81 83パ/4.;  納い・タ0

 (のp。冒:一般海水と同様、異一状は認められな.い。.

 ②'し全般釣に.若干艦い・特1こ表面水は一様に/ク%
 代で、褒人沖合の海水に比べ(平均/ぎ'4/～/星ク9



 %二)低も)福…である。
 ③'溶存酸素:これも塩素量と栓駄全般的に撃いぺ(隼人

 沖・仏・刈賂)特に表層が“～仏一晦とい・う値は
 低三い穣である。

 ④KMn04消費量:

 sT!で・停極めて低い値であるが、徳の所で,は葦通の植
 である。'辞し、  ・"の・鯛が“.・狐と特に蔚いの
 は.樫..邑すぺ＼き一だ二ろう。

八代海底質分析表

S..τ
 K巫n04

消費量

倣他物 熱滅.量

111

 ヂ=3土・861α0/㈹1・干千8
I1

 ミー十一一一←….
 2…舳ω一ムIlαoo榔1ヲ・'1〃榔
 'に….1二一…畑r一“一
 すi脳9ド00㍗舳
 …↓一一一一十一一一一ト…{

 4州7'1.一α舳ク1舳
 一↓一一⊥一一一一一一←一一一一一

52∠5/20-04363'…!93ク

1一

 ・τ意㌃舳・「・
 ク・≡・φ・・グα・・.〃・1川・

 糖質微猫砂、セメン
 ト状、緑白色

全上

 念上な」る'も砂・や・一、多・し
 や、暗色を帯びる

 介穀層多し、  角や、黒

 味が一がった緑色

 価穀層ξ
 小砂多し  {、…:ジ音こ黒味

方穀居着
 手合む

 を帯びた緑

 セ.オント状糖泥、
緑白色



 ①.過マンガン酸カリ消費薯∵
 ST-2・.ミT-3で特に・多いが他のSTは・本美芦見られ
 。ない一。・隼人沖合に比べても大差はな{、八代海9万が若

 干・低い傾向もあるが・これは同海域に詞いても底質に.
 よって・可成りの違いは出てくる。・

 ②二硫化物:.

 全般的に極めて低い値である。(試料採取后、数百間試

 料を常温に敵置した為ではないか.と思われる)が、その

 中で、ST4,ST5に藪めて多い。

 .③熱減量:

 ST4と・STるが低いのは試料中介穀膚が混入していた

 為.と思われる。他のS工では平均して(隼人沖合のもの

 に比べ)・高い穣である。.

 ̀一一プランク  トンの調査..

 §調査期目

 目名利・34年8月2ヲ言

 §調査地点

 列図の÷おり。採水・採泥の地点と同じ。
 §プランクトン採取、査定及び表示方法

 プランクト.ンネツトは次回のような北原式定量ネツ・ト(

 ミュラー・ガーゼ富士印×X!・3)を使馬し二た。

 共㍗ぺ練㌶∴一
 ヵ)ら(水深26秘以浅・コ)場所.

 1,1.'I!で1ヰ底魑幻)ら〉表層まで.垂直
 い一1

 採.取・した。

 採敬し桔資料1ま直ちにホルマ

 リン1二三;宣した。

 一一ノ8山



 奪崖は.大津・鷹の段簿ま一頁分類して健性調査を行い・調.
 査地点毎に各・プラ・十ノク=トンの出j免状況を次牢記師表季
 した。一

 σCC莱常に多'.い一C一・C・.ヤ・一、多いσ十.、多い

 .ポ十'少.一一・ピ・・1・・一弗箪に少い
 坤1….(ゆめえホ)虹・岨・・ユ・.岬.(.しやこ輝
 幼年の・二段階の毛の一)・一.左帥・王1i・9・・…(醐類⊇..。..
 伽叫・1種6一一・そカニ助体)・一咋、蔓鍛ギやむし.)
 .伽岬一1工戸1一るは)一・・芋窪魚・魚坪等の大筆プランクトン
 は櫨体数を算定し・て表示・した。従っ、て、軸物性.プ、ランク

 /ンと繊性プランク/・ンの・割.合は・乙れらの夫翠プラ
 ンーク・トンを除し.・た・ものについて・求め・た。

 定遠的調査は沈澱法によつ,れ
 §調査結果一

 〇プランクトンの沈澱量ではS・市5が最高で2.3ξ蝿(ノ

 米劫・一1以下岡。じ)一・一次叩㍗.・…芦'1I3・S'㌔.クで
 。肋.島.一ノー楓以上。雛は一・千1万1=蟹鷺紬で匁った,。..
 O・全般的1にみて、動物性・劾ル・柚三点礎、率11;帥・・ゆ
 (ぎ.よう騨挙中)が主体'をな}ていふ.・一一二・1
 ・地点闇の相違をみ律と、

 S市ノでは、童自物圭生6害報・植物{全4書リて・イ色の封重点に比

 べて檜物性の割合がや・、大き{、しかも種類も多い傾向

 カ言みら'れる。宇寺にΣhaユ。s昌io一七h-r‡x.sもはイ他の地点

 一圭ら多い。''

 動物一件ではえノび幼体・ゆめえび・おたまぽ㌣類・準敬
 一姦、類が比較的多く、介形類、ほ苧幼体がみ・られ花か二、.夜
 光星は少い。

 St2一七は、・動中性?割、糖.物性3割で、擦娃;性の種一

一/9橋



 平.は川よ1や1・州榊1年dも蝋'a1・(いと・まき
 珪藻)は他の地点に埠ぺ下釧㌦勲雛では'デ棚獅I榊一・.
 。多{、{もびとで幼体、カ三のゾエア幼体がみられた・・

 旦!一では一動物性?割1一穣物性3争で・S・2と局様
 であ.る。植物性で1:R胆Z08q1θ一iらεPがや、多い。

 動卸偉では・2枚貝幼体・やむし・きるば・ゆめ礼びパ・㌧

 やこ榊が比較宇多.1・特に子飼幼榊S“・3に多
 カ)った。又、ここでは稔魚。ξ穫不明〉2・尾が鑑島二さ'榊た㍍
 一St4で一も、動物性7割、植物性3割で、構物鮭瞭畿吉1一一一

 /、一2,3.に比べて、.種類数少くRhizoso1θn工a.○Pが

 李・、多い。動物性ではPOd0互(うみ稲ほめみじんこ)。

 しや'こ幼体、Cerati““(うみつのうづ拘びむし類)が・

 比鮒多1・カεの・メガロ'㍗パ幼体叩が幣苧れ紅
 St5は、他の地点と狙違った特異な形態を示していう。

 平口ち・動物性9割・積物僅・細・植物準の種類数も盤少
 で辛る。動物性では大型のさ一るはが!80個を費え伽}■
 COpgpo-da(ぎょ一ラ脚類)も・非常に多い。ヨIみおほ.一蝪・み

 じんこも他の遡馳此ぺ1下一跳多い・し†こ類炉体㌣は「・'
 理.れCk■th帆S.8キし9σのも似は少いが、.(9t3,4㌧
 る、?は多い)それより大型のAτha8古生粋'の幼.体が一

 こ、だけにる個{歩みられた。

 S先6では、動物性8割、箱物性2割で種物性の種類

 数はSt4とはぼ同数である6動物性では坤の地点に比一ぺ・
 て・うみやほめみIじんご、しゃ'こ類幼体・夜唯一皮・が比較伯一・
 多く、かた{ぢいわし卵2'個と、一種不明一の・・球.形魚卵4個妙・

 採集された。一

 .St7.では、動紐娃6.割、植.物性4割で、一St!。・と同.様

 の割合を示し、一後物'健の種一類数は皐き率1～
 動物性では、しやこ類1二㍉生一パ戸ぺ。。'一頁芦琴カ{多く、夜



 一触はみられ舳㌦か苧ぺらいわし卵.・燭と・.檀不岬遠
 形魚卵2燭か採集された。

 総合的に分布組版め穐違をかると、米ノ津給津ではご動物冬
 性の占.める割合が大きく、特にSt5では、一その傾向が大

1き㌔.・;

 ○熊・本水賦の贈相3.3年.7月.3!向・の水峡湾附灯プランクト

 ン識査の一緒果は、、繋約次のと莉りであづ・た6

 ①・珪藻を主体一とする橦物性プランクトンが優勢であった。
 ④曲物性プランクトンは非常に少かつ牟がPO1y◎haθ七a

 .ユarVa・く・多二手類幼体)は比較的多カ・った。一
 ③水俵港附途'で.は多毛類幼体以外のク毛ヒトデ類、2枚

 貝類・巻貞類・ボマ類g幼体は全然認・めら杯かつれ
 ④沈躍量独大根湾内如/位で∵湾の南側が2庄、北側が

 3位ど・・なつ'ている.o

 O・以上の熊本本試の.調査結果に比較してみると(但し、プラ

 ンクトンの年.相違、潮流の相違奪によつt、.比較すること

 ば当を得法いかも知れないが)

 の今回の調査では動物性ブラシタトンが撃勢であった。

 g動物性ソ今シク/ンは種鮒多1・・牽毛類学体1州1
 か、或いは非常に少い状態であった。

 な清、樵本永試の・調査ではSa1pa..(さるは類)は認.
 められていないカテ、今回の調査では何れの斑点でも多

 少、認められた。

 ③倒れの地点でも多毛類・以外の幼・体一一一2枚買類、栄貝
 類、その他の幼体が認めら・れた。

 .?!一■



 ④'沈澱量は水深、湾.榊こ比べて少いが、水傍溝詞鰯の県境
 をなす境川沖では今回(s竜5)の沈一澱・蚤が大きい旭
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衛類

 山Zoeaユ町va(カニのゾエア幼体)
 皿θga1opa工牡rVa(カニのメガロツ州
 Cor帥i“皿(うみっの弔ぴむし)sP
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 植物性プランクトン・動物性プランクトンの割合

植物性

動物性

 数字は地点箭号

 珪藻の…'種  C五a-etooθra8  sPの組成割合

羽一型後漢

 非常に多い

 や、多い

 多・い

 少.い

 非常に少い



 2枚貝幼体の組成割合

 表示は前図に同じ

 S匿し1もaさるばの水平分布



奄美短信

 類平木欝続きだ?た吉仁屋街も昨年末の大火以来・.すっか・
 りトタン葺街に早変りし殊更に裏い璽を感ずる。ヨボヨポ

 した家薄汚なく一て行けそうにな幻)った・四畳半・も今では立

 派な窪物となり旧古仁昼街とはうって変った感があ.る。

 夜目遠目傘の中で早る美人の声につられ.て新築された?れ
 ん・をくぐり白玉の歯・にしみと拘る夏の夜の酔心地をも昧い

 ㍗葎の復興率りである一㍗に都市計画実施により狭
 かった道繁も一6榊8晩プ2賜一ノ4識となり若き者達

 が吾こそ流行の先端をとぱかり、I単車を乗り超している.

 (今が吉仁慶は単車フーム)

 瀬戸内の中心である吉仁慶の街は臼を追って人口も増加し

 焼失後は借地権とタ)で・鉋主ξ戸主との紛争が絶え一ず世界
 に類のないタプルハウスが出来たり、土地も坪当り/5

 000～30,000円.と云・う値上、り在...正に士一升金一

 升のご苧二世と租或った。

 種・変らだ風平感じを与え亭のが焼け徒/拳岬仁ゲ街の坪・
 'I象でふる。

 ※干れ帝ちてからぶつ鮒て見ている鯛特鋤÷紗云う
 .・、そ.てつ.・くろとんパイン・バナナは苦々地方民には別に

 .、珍らし.く。もない。時折本土の人が卵でも抱くかのよう牢、・

 =ソ・テツやハマツゲを大事そうにし.下いる婆は実に㌻し、へ
 島屈が本土にあこがれ、本土人と云え.ぽ惚れ杷が・い二:も、

 それ以上に大切にされたいからだよと冗談ともつかず喋り

 散らし大島独特の言葉で君逢もソ。ウセンバニと云われ定

 言葉が忘れられない。

 大.いに大馬の一花を欄を愛して貰いたいと云いたいとζろ。

 ・・??・一・



 轍旧盆以後、夜半ともなれば各家々カ).らハ…レイのはやし

 辱始卵.ンロデイが歌と鮎の昔キツヅ1と兵1こ流れ一て来
 る㌧そ・岬.子に歩調し菊どる老人達'は幸福その1のであ

 …一る・㌣一1.生存競'争お烈しい本土よりやはり島が良・いと雫.らい・
 本土や沖縄に出稼ぎに打つでいる息子の写真を眺めつ}負

 鎮淋しそうにしている老人差も.、八月おとりの頃となると

 '楽しそう。一

 い一や∵老へ達ばかりではないr若し'私達.でさえ蜷味の替や1
 ツヅミを聞くと何だカ)心が浮き浮きして来るい

 十五夜か待遠しいd

 擦琴動後2ケ月を経た分場。谷元新分場長を飴あ職員デ同一

 I一神下千一れ'それの撃務に精励していポ
 さんg操業、一ま.べ人工受精、カ;.づ・お節製造試験と多忙な電
 産セあるパ

 本主の皆さんの御健勝を祈りつ・失礼します。

 エ・S生

 一28・}



各部日記

製造部日記

 8∵11節ぶ1㍗場診断∵。
 ・月…一・バとこぶ・しク'レハロン詰製造評験の

 ため、藤田技師.西之表へ

 8月2予竃率児島湾橡薬振興協会長。中何万太郎氏・
 みりん手製造打合ゼの一ため一率弩

 8月24,2g日製造部長、長崎I市主催「乾燥機取

 扱い講習」講師として出席

 8月26-2ク白.ソーセ二ジ製造
 〆月31昌鹿大・水産学血木密教授業務打合せの為来塔
 8月3/目・大島支庁水産係長一赫木氏、事務打合ぜ・の

 ため来場

 ・月1・目一みりん手製造指率のため画技師、木下抜補
牛根二

 ・月・1佃水産…÷社長山崎氏包装か茎侭㍗.
 造試験依秤のため神

 ・ポクトン・自包紗まぼこ製造試験.即観察
試験

 ・ポ・卜・。目一ソ_セ_ジ鉦追試験

 9月・自二/・一百あ・じ苧1ん手製造細

'・2ラニ



 ○養殖部日記
 。月。σ目養殖ふ内傭晶績査
 8月28一目黒ちよう買人工受精実験

 1㍗一咋ヲ月用黒∵∴舳旨奉'
(佐多叩漁協)

 g弓ノ/目黒ち予う賊飼料生物接種

 一・1.・ト{点111貝貝畔(綿二
 ・見。.。舳降海苔謹込指導.(米主基)

 .・漁基部渥一記
 ・月・・日ちと1丸・米之苧泥海の潮流調査の為出現

30日帰着

 ・月・・自ちと1九二度鵬奉海流調査を実施
 .・ギg角・冒終了

 ヲ見一ノ・9目ちと.ポ丸、.本年度第/次瀬魚漁業試験のた

 め山肌/5号叩を劉19月25日ノ㌧港

 ○調査部日記
 ・月・自一.・6目ドラム嬢よ礁調査(内ノ補)
 g月/5目改良普及貢第/回報告会於:水産課

 干蔦・ジ』海人草効果雛一風1垂水
 g月2.5'目禅受継坪業会議

牟:茶場合琴率為政課主催

 』字0r



分場日記

 8月ノ5一白.～

 8月・/日.二30目
9月/日

 g月5一円・～//已

 ・月叶.
 ヲ月9百

9月/0日

 マベ犬工受.精美駿一

 第二汝さんご漁業識査

 為政課・疾鰭了'一滋畑主事来場
 第三次;ん・ご漁業調査

 県人紅綿告主事㌃㌣
 シーマI試違転

 和・つ和蘭製造試鯛始.



編集後記

 ○過日、中部日本を襲った台風!5号・甚大牟被害を

 残して東部に去・る干、琴鶴で観測された風一連51・mは埴
 土ヤ.観測された最大の風速だったとカ㍉

 q台風銀座'と云われる本県・こ・数年・一比較的台風の
 来訪.には恵まれ在い.

 夏の風台風、秋の爾台風、その何れも或いは台簿へ、

 或い・は東日本へと、不思議に鹿児島を避ける一のも気象

 条件の変化によるものか.

 ○その台属一過毎に秩は次第に深まる。

 冥想の秩、スポー・ツの秋、ゲージュツの秋…秋は

 まことに多彩である.一

 34年度も愈々中盤に突入、麟紙胞の浩一動も漸{軌道

 に乗る時期でもある.こ〉らで夏ボケを返上したいも'
 の。一

 一〇六号掲載の〆水後病に関する海洋調査〃は8月下'旬
 に'打つたもの、水使病なる症状・を呈する琴因について
 も・宋・だ適確な結論。も打ち出さ一れていない現在。

 海水の一般成分やプランクトン、海流I等カ)ら簡単に緒

 論は出し得ないが….

 伺'れにしても困難な問題ではある。


